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マルコ福音書の重要な課題であるイエスへの Nachfolgeと弟子たちの無理解モティーフとの

関係に，女たちはどのように関わってくるのだろうか。イエス運動における女たちの行動が，さ

らに原始キリスト教における女たちの地位・位置の歴史的事実が 女たちのモティーフについ

てのマルコの記述にどのように反映されているのだろうか。

こうした問題の解明には，マルコ福音書において最も明快に女たちのモティーフが出て来る

受難・復活物語が最初の手掛かりとなる。筆者も既にイエスの受難・十字架の死・埋葬物語の

考察の際に，女たちのモティーフの存在について取りヒげてきた。例えばマルコ14:3-9のベ

タニアでの塗油における無名の女によるイエスの十字架の死と埋葬の準備， 15: 40-41におけ

るイエスのイ字架刑の目撃者としての女たち ガリラヤからエルサレムまでの女たちの

Nachfolge，埋葬の立会人としての女たちなど))これらの筒所は特に近年フェミニズム神学の

1) 拙稿「イエスの i字架の死と塗iHI物語 マルコ福音書14章3-9節の解釈」広島女学院大学論集36集1986
年参照。「イエスの卜字架の死と坦葬物語 マルコ福音書15章42-47節の解釈j同論集32集1982年。「イエ

スの卜字架の死と埋葬物語Jr新約聖書と解釈』新教出版付1985年参照。
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台頭の中で，聖書のフェミニズム的解釈の重要なテクストとして新たな注目を浴びている。フェ

ミニズム的聖書解釈の問題意識・視点に立ちながら，自明のことではあるが，何よりもテクス

トそのものに対峠して可能な限り正確な分析をしなければならなしミ。勿論そのことは，同時に

テクストの背後にある歴史的現実への洞察を除外するものではない。

そのような丁寧な研究の一つに MonikaFander: Die Stellung der Frau im Markusevangelium 

-unter besonderer Berucksichtigung Kultur-und religionsgeschtlicher Hintergrunde (1992) 

がある O これはマルコ福音書に登場する女たちの物語に対する史的批判的研究による分析を通

して，原始キリスト教における女たちの地位・役割について詳細に論じたものである。とりわ

けイエスへの Nachfolgeの視点から女弟子の問題を取り上げ，ベトロに代表される男弟子たち

の問題を批判的に論じることでイエス運動における女たちの実像をある程度回復しようと試み

ている。彼女の分析と解釈に言及しながら，マルコ受難物語15:40-41における女たちの記述

をf食言すしてみよう。

I マルコ福音書15章40-41節の問題点

(1)女たちの名前一名前の特定が出来るかどうか

イエスの十字架の死を目撃した証人である女たちについては，すべての福音書に記載されて

いるが，名前のリストはそれぞれに異なる c

マルコ 多くの女たち その中にマグダラのマリア，小ヤコブとヨセの(母)マリア，サ

ロメ

マタイ 多くの女たち その中にマグダラのマリア，ヤコブとヨセの母マリア，ゼベダイ

の子らの母

ルカ 女たち(女たちの名前はない)

ヨハネ イエスの母とその姉妹，クロパの妻マリア，マグダラのマリア(多くの女たちに

ついての言及はない)

伝承の編集過程における名前のリストの混同やヨハネの意図的改変を考えると，各福音書ご

との差異は必ずしも決定的な問題ではなしミ。重要なことは①逃亡したペトロを始めとする十二

弟子集団に対して，多くの女たちがイエスの十字架刑の場に踏み止まっていたこと②女たちが

十字架の死の決定的な目撃者・証人であること O その事実を確実にするための女たちの名前の

言及G:福音書記者が記録したこうした女たちの存在は，イエス運動，原始キリスト教会におけ

る女たちの役割・位置と結合していることである針。

2) さらに各福音書の埋葬物語と復活物語の証人である女たちの名前のリストとも比較してみよう c
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おそらくはマグダラのマリア以外，元来の女たちの名前リストを確定することはもはや困難

と思われる O この点について Fanderは，前マルコ伝承自体が女たちの名前の同一性・継続性

の保持に注意を払っていたとはみていない。彼女自身も ガリラヤからエルサレムまでイエス

に信従してきた女たちの無名性に対する積極的な評価から，女たちの名前の特定にあまり拘泥

していない3i しかし，前マルコの古い伝承に遡る女たちの名前(おそらくはマルコ自身は，親

族の名前と結合して伝えられてきた彼女たちの個々の名前について具体的な資料は持っていな

かったと思われる)は，マルコにとって，ガリラヤからエルサレムまで，イエスの十字架の死・

埋葬に至るまでイエスに従った多くの無名の女たちの歴史的存在を根拠づけるものである O マ

グダラのマリアについての研究成果を再検討しながら，女たちの Nachfolgeの意味するものを

考えてみる O

(2)マルコ15:40a“遠くから (απ0μαK:PO()EV)"の評価の問題

次にマグダラのマリアを始めとする女たちが，イエスの十字架の死に至るまでの信従者とし

て評価できるかどうかの問題がある。例えば荒井 献は， 16: 8と並んでここにはマルコの女性

批判があるという 4i。勿論彼は，弟子の無理解モティーフによる十二弟子批判とは対照的に強調

されている女たちの信従を決して低く見ているわけではない。マルコは女弟子たちを単純に理

想化してはいない。すなわち男女双方の弟子とも単純に理想化することなく，人間的弱さを持

つ弟子たちに福音書の読者が自己を重ねることで，男女が同ーの地平に立ってこの弱さを克服

しイエスに従って生きることを求めているのだと解釈している O このことについて筆者が荒井

の前掲書を論評した際に 女たちのモティーフを強調するあまりこの点を十分に批判すること

マルコ マタイ ルカ ヨハネ

埋葬物語マグダラのマリア マグダラのマリア ガリラヤから

ヨセの母マリア もう一人のマリア 来た女たち

復活物語マグダラのマリア マグダラのマリア マグダラのマリア マグダラのマリア

ヤコブの母マリア もう 4人のマリア ヨハナ

サロメ ヤコブの母マリア

この結果から各福音書の受難・復活物語の女たちの名前および、人数は一致しないこと，唯一の例外がマグ

ダラのマリアであることがわかる。女たちの名前の伝承そのものは，人称名詞+冠詞+所有格の構造，親

族関係や他と区別するための細かい表示からもイエス運動に遡る古い伝承である。マグダラのマリア以外

の何人ものマリアには，伝承の変遷過程での名前の一部混合，脱落，差し替えなどが行われた可能性があ

る。マルコの場合には， Schneiderの指摘するように，より古い伝承である埋葬物語と復活物語の二つの

名前のリストから，マルコが両者を統合するような形で15:41の名前のリストを作成した可能性もある。

同様の例が14: 53， 14: 55→15 : 1にある。 Schneider:Die Passion Jesu nach den dreialteren Evangelien 

1973， S.138.論集32集拙稿89頁。

3) Fander: Stellung， S. 137 :同様に Schottroff: Maria Magdalena S. 8 Anm16. もっとも彼は，小ヤ

コフの母とヨセの母を別人として囚人の女たちを考えている c

4) 荒井 献著「新約聖書の女性観」岩波書庖 1988年80-86頁c
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が出来なかったと書いたことがある5)。確かに女たちが十字架の死の目撃者・証人であることと，

十字架の死に至るまで完全な信従者であることとは本質的に区別されるべきことである O 罪人

である人間は誰一人として，イエスの十字架の死の出来事に対する真実の信従者にはなりえな

いことを明らかにすることが福音書記者マルコの神学的意図であるからである。マルコ受難

物語のモティーフは，イエスが徹底的に捨てられることにある。三回の受難預言，民衆，弟子

たち，そしてその頂点が15: 34の十字架上のイエスの神から捨てられることの叫びであった。

女たちもその例外ではない。しかし，同時に女たちは逃亡した弟子たちと違って，イエスの十

字架の死と埋葬に至るまで可能な限り共にいること，従っていくことを明らかに選んでいる O 荒

井が言うように，“遠くから"が果たしてマルコの女たちへの批判を意味するものであるかどう

かを考えてみたい。

Fanderは， Schottroffを援用しながら荒井とは反対の解釈をしている。彼女は“女たちも遠

くから見ていた"ことこそ ローマ帝国支配下のユダヤにおける十字架刑執行の歴史的状況に

忠実な極めて現実的な対応であって，むしろ歴史的事実を描写する，信頼性の高い記述である

と積極的に評価するかo Schottroffも これが当時のユダヤのリアルな状況で、あったことを

Tacitusの「年代記」や Josephusの「ユダヤ戦記jを引用して説明している。 Josephusによ

れば， Tiberius 治下の十字架刑による集団処刑において，刑場は厳重な立ち入り禁止，被処刑

者に近づくこと，哀悼の意を表することも自らに死を招くことになった (Bell.Jud. II 305) 0 

とすれば女たちは必然的に自衛のためと警備兵に制止されてやむを得ず“遠くから"見ていた

ということになる。それで、もイエスの逮捕時に逃亡した弟子たちと違って，危険に身を晒した

ことに変わりはない。被処刑者の埋葬も禁止されていた。殉教者の墓として神聖視されたり，新

たな暴動の集結拠点となりかねないからである。イエスの埋葬は十字架刑による被処刑者とし

ては例外的に，有力な議員であるアリマタヤのヨセフによって執り行われたが，その場合も女

たちは特別な保護もない以上見守ることしか出来なかったのは当然のことであろう (Mk15:42 

47)。多少とも安全な距離を置くことはむしろ彼女たちの賢明さを表すものともいえるのであ

る。女たちがイエスの十字架の死と埋葬(そして復活)の目撃者・証人であることの意義は，少

しも変わらないのである O

マルコ福音書の“遠くから"の他の用法には，単純に距離を表す場合を除くと (5: 6， 8: 3， 

11 : 13)， 14 : 54のベトロへの言及がある O イエスの逮捕時に弟子たちは全員イエスを見捨て

て逃亡をはかったが， 14: 54， 66-72の否認物語では，ペトロだけが“遠くから"彼に従って

5) 論評は「荒井 献著『新約聖書の女性観.lJ新約学研究第18号1990年(日本新約学会)66頁。
6) Fander: Stellung， S. 139.ここに Peschが指摘する passio-iusti-Traditionとの関連が伝承過程であっ
たとしても，マルコの編集意図によって意味を失ってしまっている。 Pesch: Markus II， S. 505. 



マルコ福音書受難物語における女たちのモティーフ 5 

大祭司の邸宅の庭まで潜入する O しかし女中たちの誰何に耐えきれず三度イエスを否んで再び

逃亡したのである。女たちのように“遠くから"でもイエスの十字架刑を見るという危険を官

すことさえ出来なかったのである。荒井の指摘するような人間的な弱さは，ベトロの「号泣す

る (/(λα{ω マルコでは他に5: 38， 39のみ)Jに表れている。女たちの人間的弱さの批判がマ

ルコ15:40の目的ではない。確かにマルコは女たちを理想化していないし，またことさら理想

化しなければならない理由もない。弟子の無理解モティーフの強調という目的のために，わざ

と女たちを事実に反してまで理想化するといった意図があるとは思えない。確かに十二弟子に

代表される男弟子批判のモティーフが，受難・復活物語の女たちの信従と対比されることで，よ

り一層強化されていることは明らかである O しかしマルコの弟子批判はそれだけで完結してい

るわけではなく，イエスによる許しと新しい Nachfolgeへの招きを持っている。従って弟子た

ちを徹底的に批判するための手段として 女たちを特別に理想化する必要は全く存在しないへ

重要なことは女たちの信従が上昇志向とは全く無関係なことであった(勿論当時のユダヤ社会

では望むべくもなかったが)。マルコの描く女たちは 自分に正直で 自分の求めているものに

対しては思いきったこともするが，社会的にはく弱者〉で無名の存在であった (5: 25-34， 7: 

24-30， 12: 41-44， 14: 3-9) 0 

従って“遠くから"は，女たちの歴史的・社会的状況に対応したごく自然、で無理のない言葉

であると思われる O マルコが伝えたかったことは，イエスの十字架刑の目撃者・証人に成る程

に，可能な限りイエスの近くに女たちがいて見ていたということであり，そしてベトロに代表

される弟子たちは逃亡してそこにはいなかったということである。このことは，イエス運動と

原始キリスト教会における女たちの位置づけにどのように関係していたのであろうか。

(3)女たちはイエスの弟子だったのかどうか Nachfolgeの概念と評価

これまでイエスの弟子層といえば，十二弟子を始めとして当然のごとく男たちだけを意味し

てきt.:.o そのことが原始キリスト教会における使徒職の制定・教職制度にも継承されたため，女

たちの働きや位置づけなどは殆ど顧みられることなく特に研究されることもなかった。 1970年

代以降のフェミニスト神学の台頭が聖書のフェミニズム的解釈を促し失われていた女たちの視

点を回復してきた。 例えば，最も古い信仰告白定式 Iコリント15:3以下のイエスの復活と顕現

の証人リストから女たちは完全に欠落している。その背後には女性を証人とは認めないユダヤ

教の法概念やヘレニズム社会における女たちへの社会的・政治的圧力がある。 Schussler

Fiorenzaは，この箇所を新約資料の男性中心的編集の典型的な例として取り上げ，復活と顕現

の証人リストから女たちを除外することで使徒職からの排除を目論んだと見ている。 Fanderは，

7) これについては，拙稿「ベテロの否認告知と Nachfo!geモティーフ マルコ14章26-31節の解釈」広
島女学院大学一般教育紀要4号1994年参照c 弟子たちの Nachfo!geを三段階に分けて分析したもの O
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信仰告白定式Iコリント15:3以下についての伝承史研究に踏み込むことをここでは避けている

が，幾つかの重要な問いを提出している O 原始キリスト教会における女たちの位置，役割の再

評価のためには彼女の言うように包括的研究が欠かせなし，8:

原始キリスト教会の教職制度に由来する「使徒J概念はマルコ3: 14f.， 6: 30に挙げられてい

るo 3: 12の旧約聖書・ユダヤ教の故事に拠る山上において十二人が立てられたこと，その目的

は①イエスと共にいること②派遣されることき宣教すること④悪霊追放の権能を持たせること

にあった。ただマルコ3:14の「使徒Jの表現には写本上の問題があって，マルコに帰すことに

は疑問がある9)。基本的にはイエスの委託を受けて派遣される十二人の弟子概念を継承している

(3 : 13~19 ， 4 : 10， 6 : 7~13 ， 14 : 10， 17， 43)。フェミニスト神学では弟子概念をイエス

に信従した女たちに対しでも適用しているが，マルコにおいても「弟子たちjはすべて男性形

の oiμα0ηTαiで表現されている。女たちはイエスの弟子として位置づけられていたのかどう

か，マルコは彼女たちをどのように評価していたのかを，マルコの弟子概念がどのようなもの

であるのかを検討しなければならない。確かにマルコには狭義の弟子概念では包括出来ないイ

エスへの Nachfolge概念がある。例えば8: 31~33の受難預言とそれに続くイエスへの

Nachfolgeの勧告では，受難預言は弟子たちに語られたが (9: 31， 10: 32も弟子たち， 10: 32 

は特に十二弟子たちに対して)， 十字架を背負って従えという勧告は弟子たちだけではなく群集

(oxλOc) に対しでも語られている O

Fanderは， 15 : 41のめαKOV五vと UKOλυeeivが典型的なマルコの用語であることから，

41節をマルコの編集句とみて女たちをイエスの女弟子とする論拠としている10i 彼女は，マルコ

が女たちのリストを包含する形で，無名の女たちがイエスのガリラヤにおける活動からヱルサ

レムでの十字架の死に至るまでの Nachfolge を強調していることに注目する。彼女たちの

Nachfolgeの特徴を表しているのがめαKOVEl¥ノである。この言葉は単に食卓の奉仕のみを指

8) Schussler-Fiorenza: In Memory of Her， 1982. S. 50.修辞学的・論証的なテクスト 1Kor15と物語的
テクスト(福音書の復j百物語)との関係について Fanderが挙げている問題:福音書伝承においては復
活の使伝の宣教が最も重要なこととして久ーたちについて報告していること，女たちの歴史的地位について

何を語ろうとしているのか。その中心的言い表しであるウyet8ηが男弟子層に第ーに委ねられていない

のは何故か。復活の証人を男たちに限定する最も初期の文献学的記事とその後の女たちを第♂に挙げてい

るテクスト一両者のテクストはどのようにして可能になったのかc特にイエスの死，埋葬，復活亘lE百が取

り扱われる際に，受難報知や空虚の墓物語がかなり早く意義を失うのは何故か.顕現伝承に関心が完全に

手多ってしまっていることについてなど。 Stellunng，S. 294. 
9) ovc /Cαiluroστ0λovc WVOμασεvは，元来の本文上の真正性に疑問がある。佐藤 研訳はルカ6:13 
のテクストがマルコ以後に挿入された可能性を指摘している (1マルコ福奇書」 右波書庖 14頁)0 6: 30 
の oi合πoσTOλoiも“マルコの場合は原義通り"ということで「遣わされた者たち」と訳している c

10) a/Coλv8EIvは弟子たることの表示である (1: 18， 2: 14， 3: 7， 5: 24， 6: 1， 8: 34， 9: 38， 10: 
38， 10: 52) c さらに狭義の弟子以外にも広くイエスに従う者たちについても用いられている。



マルコ福音書受難物語における女たちのモティーフ 7 

しているのでもなければ，まして女たちの性別役割分業的信従を意味しているものでもないc 基

本的には古代ローマ帝国の奴隷制階級社会の最底辺に位置づけられた者たちの生の有り様を表

Lている言葉・概念である。マルコ9: 33-37の「すべての人に仕える者J，10 : 35-45の「皆

に仕える者jが示しているように， δIα1COVElV こそがイエスへの Nachfolgeのあり方であり

弟子たることの本質なのである O これらのテクストはいずれも弟子たちの無理解，しかも十二

弟子の間で起こった弟子批判のテクストであることは興味深しL 誰が一番偉いかの論争や地位

をめぐっての抜け駆け的駆け引き11，¥そのために起こる十二弟子たちの憤慨などに典型的に示さ

れているように，彼らはイエスの十字架の死に至るまで自己の栄誉や権力志向を捨てることが

出来なかった。イエスが如何なる意味でのメシアなのかを理解しなかった十二弟子たちへのマ

ルコの批判は，十二弟子たちとめα1COVE1Vとが結合していないことにも表れている O 彼らと

は反対に，マルコは15: 40-41において女たちの十字架の死に至るまでの Nachfolgeの本質

をめα1COVE1Vであると強調している。 Fanderは，このことを15: 39の異邦人百卒長の「神

の子」告白と並ぶマルコのキリスト論の逆説的構造 (ParadoxeStruktur) と呼んでいる。以上

の論点についてさらに詳しく取り上げてみよう O

E 女たちの名前の分析

Fanderの指摘している女たちの無名性の強調はマルコの重要な視点であるが(特に14: 3-

9の塗油物語)， しかし同時にマルコはイエス運動を担った女たちの前マルコ伝承に由来する具

体的名前に，彼女たちを含めた多くの女たちの Nachfolgeの歴史的事実の証言を見ている O こ

のテーマについて論文のある Hengelは，弟子集団の中で女たちが独立したグループとして強

調されている伝承部分を，当時のユダヤ教や原始キリスト教の宣教にも由来していない歴史的

事実と考える 121 イエスの下での宗教的平等，家父長制社会の桂桔からの解放 (Mk10: 29 

30)，男と女の終末論的止揚 (Mk12: 25)を考えると，イエスの説教・振る舞いに魅了された

女たちが現れたのも当然で、あろう。ガリラヤの女たちだけではなく ベタニアのマルタとマリ

アの姉妹，塗油物語の無名の女にもそれは当てはまる O そうしたイエスに従った多くの女たち

の存在を，女たちの名前のリストは語りかけている O まず前マルコ受難・埋葬・復活伝承に出

て来る個々の女たちの名前について，これまでの研究の成果を Fanderが整理していることを

取り上げてみよう O

11) Fander: Stellung， S. 146 
12) Hengel: Maria Magdalena und die Frauen als Zeugen， in : Abraham unser Vater. 1963. 
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(1)ヤコブのマリアとヨセの母もしくはヤコブとヨセの母マリア

テクストの読み方で注解者の見解が分かれる o Iヤコブとヨセの母マリアJと読んで一人の人

物とするか「ヤコブのマリアとヨセの母jのように二人の人物として読むかである。後者の読

み方だと15: 40は4名， 15 : 47は2名， 16: 1は3名とバラバラになってしまう。十二弟子で

エルサレム原始教団の三本柱であるベトロ(ケファ)，ヤコフ¥ヨハネの三人一組 (Mk5:37， 

9 : 2， 14: 33， Ga12: 9)の表現との関係でいえば，女たちの名前も三人一組の可能性もある。

確かにテクスト上は二人の女として数えることが出来るが， 15 : 47， 16 : 1との関係，三人一

組の意図からも一人の人物として読む。いずれにせよここにはマルコの直接知らない， しかし

原始教団では周知の人物を扱った古い伝承が保持されている。

(2)サロメ

新約聖書ではマルコの受難・復活伝承15: 40， 16 : 1の2回しか出てこなしL しかも資料や

考察の対象となるような何らかの特徴づけも言及もない。外典福音書に僅かばかりの言及があ

るだけである 131。

(3)マグダラのマリア

共観福音書の十字架の死・埋葬・復活物語において マグダラのマリアが常に名前のリスト

全部にしかも第一順位で出て来る。新約聖書における名前の順序には，原始教団内のランクが

反映されているので，彼女は女たちの中で最も重要視されていることになる(ヨハネ福音書

19: 25十字架の死の場面では，イエスの親族が優先されている)。ヨハネ福音書では彼女は「空

虚の墓jの第一の証人であり復活者が最初に顕現した人物である (20: 11旺)。

そのため後には apostulaapostulorumと呼ばれた。彼女は原始教団で独自の名声を持ってい

たため，イエスの親族の女たちに対しでも引けをとることなく女たちの頂点に立っていた

(HengeI) 0 

彼女はどのような女だったのであろうか。 Fanderは(a)彼女が福音書の受難・埋葬・復活・

顕現伝承と密接に結合していること，女たちの名前のリストにおける優位性は，常に十二弟子

の筆頭に挙げられるベトロに比肩される (b)上記伝承以外に唯一名前の出て来るルカ8:2女た

ちの名前のリストでは，イエスに七つの悪霊を追い出してもらった女との説明が付けられてい

る。 (c)ギリシア教父の著作では，彼女はに δπoστ6λocと呼ばれ，グノーシス丈書におい

ては男弟子と同等の啓示を受けた女性と見なされていることに注目する。興味深いことには，こ

13) トマスによる福音書61。荒井 献の解説によれば，ペトロをはじめとする男弟子とマグダラのマリア
やサロメなどの女弟子との間に， トマス福音書では差別が全くない。父とイエスの同質性はサロメに伝

えられ，彼女はイエスに「私はあなたの弟子です」と告白している。「ナグハマデイ文書E 福音書 f解
説 トマス福音書.IJ323頁。「新約聖書の女性観」付録2rイエスとマグダラのマリア』も参照。
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のような丈書において彼女を始め教団の職務に就いている女たちの正当性が弁護される O

IEpistula ApostolorumJでは，復活の最初の証人で、ある彼女たちの使信に対して.ベトロ他の

男弟子たちの懐疑的で不信仰な態度が際立たせられる C グノーシス丈書において，マグダラの

マリアは知恵と啓示を受けたことでむLろベトロよりも優位に立つ特別な存在として叙述され

る。例えばfpistisSophiaJでは，女である彼女が啓示を受けたことで'Ii追むベトロに対して，啓

示と知恵、を受けた者は誰であっても語らざるを得ないのであって，それが男か女かは関係のな

いことだと彼女は語るのである 14

Schussler-Fiorenzaは，こうしたベトロとマグダラのマリアとの競合に女性が使徒的啓示の継

承者として公認されるかどうかという初代キリスト教会の論争の反映を見ている 15' 

確かにベトロとの競合・葛藤には，イエス運動への女たちの Nachfolge，とりわけ十字架の

死・埋葬・復活伝承における証人としての役割，歴史的事実の重みと後代の教会における女た

もの使徒的職務・権限からの排除の事実という相克の痕跡があるといってよい。

Fanderは女たちの名前について次のようにまとめている C 多くの伝説はあっても，女たちが

誰であったのか，またその具体的なプロフイールを確定することは出来なしらマルコ15:40， 41， 

47にたたちの暦史的事実の停留点があることは排除出来なL、c それにもかかわらず初期キリス

ト教会の職務権限からの女たちの排除へのプロセスは，どのようにして行われたのであろうか。

そのような移行の aつの過程を去しているのが ルカによるマルコの改訂である O 例えば重要

なキリスト論的意味を持。塗油物語が，受難物語から他の丈脈へ移されている C ダビデ的な干ー

の塗油への連想、と結合している頭への塗油から足への塗油に， しかも女は大いなる罪の女へと

変えられて罪の悔い改めの教化物語に改訂されている。弟子たちはイエスの逮捕後も逃亡せず

エルサレムに留まっている ο イエスの十字架のドには男たちも立っている。復活したイエスは，

ベトロを始め弟子たちにも顕われる。マルコの受難・復活伝承によれば男弟子たちはイエスの

十字架の死と復活(空虚の墓)の証人ではないが ルカは改訂によって男弟子たちをそのよう

な証人に仕立てている。ルカの使徒基準の前提が，イエスの生涯のすべてにわたって(バプテ

スマのヨハネによる洗礼から昇天に至るまで)一諸にいた者(女たちはこの基準ーに合格してい

たがそれに加えて男性であることのためである(使徒吊行録1:12 十二弟子〈使徒〉の補欠

選挙の資格)c マタイ10:37fのイエスの弟子の条件に，ルカは「妻」を挿入することで男弟子

を前提としている (14:26)0 このようなルカの傾向は Iコリント15:3-8の前パウロ信仰雪

印定式伝承とも一致する。女たちが誰一人としてここに挙げられなかったのはなぜなのか。前

述したように， Fanderはこの問題についての包括的研究までは扱っていない〈おそらく教会に

141 その他;こマリアによる福奇書17.180 トマスによる福音書1140

15 Schussler-Fiorenza: Memory 306. 
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おける職務権限の展開の中で，教会教父とグノーシス主義者との対決の問題にまで踏み込むこ

とになる。彼女は二つの点を指摘している O まずイエスの死・埋葬・復活の証言が早くに意義

を失って，関心が「顕現jに向かっていることが女たちの地位に反映している可能性である。そ

の中でマグダラのマリアの意義が突出していることである(彼女の人格は初期キリスト教文学

において重要な役割を果たしている)。

しかしながらマルコ15:40， 41に彼女のパーソナリテイについての具体的記述がない以上，イ

エス運動における彼女(たち)の位置を福音書全体の文脈から問うことになる。彼女(たち)は

イエス運動における女弟子だったのであろうか。その場合一般的な弟子概念との関係はどのよ

うになるのだろうか。

E 女たちの Nachfolge

前述したようにフェミニスト神学者たちは，ガリラヤからエルサレムまでイエスに信従した

女たちを女弟子として評価するが，男性神学者による支持は未だ少なく批判的である。イエス

に従った女たちの存在そのものを否定することは，マルコ15:40， 41からも出来ないので，弟子

概念をめぐる論議に移ることになる。その典型的な例は，女たちはイエスの同伴者・信従者で

あるが，その任務はルカ 8:3からイエスおよび男弟子たちの日常的な世話をすることにあった

というものである O いわば彼女たちは男弟子たちの下層に位置する宣教の資格のない随行者で

あるにすぎないというものである。イエス運動の内部でいわゆる性別役割分業が行われていた

というのであろうか。このような見解に対して Heineは次のように反論する。“日常的な世話

ということで一体何を想像するというのだろうか。料理?どこで?着替えの理由もないのに洗

濯をする?神の国が近づいてくるのに身の回りの世話?こうした解釈は女たちが自分の財産に

よってグループの面倒を見たとテクストが明白に述べていることを見落している 1610" Fander 

も初期キリスト教文献には，弟子たちの“補給部隊"を暗示するものは全く見られないこと，こ

こには古い性別役割規範の押し付けがあると批判する。

イエス運動における女たちはどのような存在であったのか。その前に弟子たちの生活はどの

ようなものであったのだろうか。彼らの生活についての直接の情報は無いに等しい。どのよう

にして生計を立てていたのか。残してきた家族はどうなったのか。家族を訪ねることもあった

のかどうか。女たちについてはさらに僅かのことしかわからない。弟子たちの生活条件につい

16) 女たちの役割を，弟子たちの「日常的な世話Jというイメージに固定していると批判されているのが
B1ankである。 Blank: Frauen in den ]esusuberlieferungen 53. Heine : Frauen der帥 henChristenheit 

Zur historischen Kritik einer feministischen Theologie， 1987. 69. Fander : Stellung， 308. 
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ては，召命物語，派遣説教， Nachfolgeについての言葉などから幾つかのことがらが明らかに

なる。 Fanderは， Teisenの Wandercharismatikerの研究を援用しながらイエス運動の中での

女たちについて考察する17)

(I) イエス運動と Wandercharismatiker

Teisenはイエス運動を二つの異なる系列，すなわち Wandercharismatiker(巡回霊能者)と

土地の共同体における支持者たちとに区分Lている。彼は前者の典型的な生活の仕方を故郷を

持たない，家族を持たない，私的所有の否定といったエトスに見ている18)。イエスの信従者たち

は家，家族，畑，職業を捨ててイエスと共に巡回したのである(例えば Mk1: 16← 20父と網

を捨ててイエスに従った)0 Wandercharismatikerの生活様式の背後には黙示丈学的終末思想が

あるO 接近する終末と審判に直面する者にとっては，通常の社会的規範や価値基準は二の次に

なる。例えばルカ9: 60， 62par“死んでいる者たちに，自分たちの死者を葬らせなさい。あな

たは行って神の固を言い広めなさい。"“鋤に手をかけてから後ろを顧みる者は，神の国にふさ

わしくない"など。 派遣説教の内容にもこのような徹底性が伺える。彼らは財布も袋も履物も

持たないが，行った先の土地の支持者の家で飲食や宿泊などの提供を受けることが出来たので

ある。

(2) 定住の支持者たち

Teisenは，イエス運動を支援するための地域教団 (Ortsgemeinde)，すなわち定住の支持者

グループの存在を想定している。但しそれは後の教会に繋がるものではなく(教会設立の意図

はない)，ユダヤ教の周辺に留まっている。派遣説教にも“ある家に入ったら，その土地から旅

立つときまで，その家にとどまりなさい。"(Mk6: 10)，“その家に泊まって，そこで出される

物を食べ，また飲みなさい。働く者が報酬を受けるのは当然だからである。"(Lk10 : 7)とあ

るように，宿泊や食事を具体的に保証する支持者の存在が前提されている。彼らは，例えばシ

モンとアンデレの家(シモンの義母の癒しの記述)のように弟子たちの親族の場合もあれば，徴

税人レビや重い皮膚病に擢ったシモンの家のような旅先で受け入れられる場合や，マルタとマ

リアの姉妹のように定宿を思わせるようなものもある O 彼らの{動きや役割は宣教の場を提供す

ることにあり，彼らの家から村や町へと地域における宣教の場の拡大であったことが福音書の

記述からわかる。

このように家を基盤とするイエス運動は，当然の事ながら「家」という場で生きていた当時

17) Teisen: Soziologie der ]esusbewegung 1978. (邦訳「イエス運動の社会学」荒井 献・渡辺安麿訳
1981年 ヨルダン社)
18) 初期キリスト教の Wandercharismatikerのこうした生活様式は，一見当時の犬儒派の哲学者たちにも
似ているが，彼らの行動理念は自然法に則った簡素な生活の中に哲学者の臼由を見出そうというもので

動機づけは異なる。
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のガリラヤの女たちにも大きな影響を与えたに違いなしミ。女たちの中からイエスに対する信従

者が出る。おそらくマルタとマリアの姉妹はその典型的な例であろう。ルカ10: 39-42の物語

をこの視点から取り上げてみよう O まず彼女たちの家がイエス運動の定住の支持者であること

が，ルカの派遣説教 9: 5に対応する“マルタという女が，イエスを家に迎え入れた"ことで

明らかになる O 定住の支持者・信従者しかも当時の女としては極めて当たり前のこととして“い

ろいろのもてなし (πoλλウvδlα/(oviav)"をするマルタは支持者の働き・役割の一つの側面を

代表している O マリアはイエスの足もとに座ってその話に聞き入っていたが，彼女の振る舞い

は家が宣教の場と Lての働き・役割というもう一つの側面を持っていたことを表している O 彼

女たちのそれぞれの行動は，イエス運動への定住の支持者・信従者の担っていたものが何であっ

たかを物語るものである O そうだとすればルカは，彼女たち=定住の支持者に期待されている

役割の二つの側面を分断しようと考えているわけではない。しかしイエス運動，

Wandercharismatikerの本質は，“狐には穴があり，空の烏には巣がある O だが人の子には枕す

る所もない。"(Lk9: 58) とあるようにあくまで神の国の宣教にある。従って定住の支持者の最

も大切な任務は，イエス(イエス運動における Wandercharismatiker)に宣教の場を提供し自

らも宣教にあずかることである。マルタの行動原理が多くのもてなしをすることにあるならば，

それはイエスに対する最良の振る舞いとはならない。反対にマリアはイエスの足もとに座って

その話に聞き入っていたが 師に対する弟子としてのこの所作にイエスの信従者としての生き

方が象徴されている。すなわちマルタとマリアの物語の背後には，定住の支持者の「家Jにお

いて，具体的な生活支援がイエスの言葉への聴、従に先行・優先する傾向を警戒する必要があっ

たのではないか。その場合女たちは 一般社会の価値基準・規範である性別役割的行動の圧力

に常に晒されているため マルタのような行動に走りやすい。確かに終末の接近と神の国到来

に直面していたイエス運動においては，女たちも従来の性差別的役割規範・価値基準から全面

的ではないにせよ解放されていたと考えることが出来る O しかし，定住の支持者グループの中

には， Wandercharismatikerのエトスを共有出来なくなり，イエス運動の信従者・支持者とし

ての緊張関係を失う者が出たことは十分考えられる O そのような時に何が起こるか，そしてま

たイエスの信従者にとって重要なことは何かということをマルタとマリアの物語は表している。

しかも女たちは性差別社会の中で男性の支持者・信従者に比べてさらに困難な状況に置かれる

ことになる。

この物語は，女たちが日常的に直面している性別役割分業的規範による女たちの分断，ジレ

ンマの物語としても読むことが出来るが，元来は定住の支持者と Wandercharismatikerとの関

係の物語であろう O 勿論ルカはイエスの言葉に聞く，宣教にあずかることを優先する (11: 14 

15)。
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(3) 女たちの Nachfolge

さてマルタとマリアの物語から， r家Jを基盤とする女たちがイエス運動を支援するネット
ワークに属していたことが推察される。マルコ15:40， 41の女たちの名前のリストにある小ヤ

コブとヨセの母マリア(他にもゼベダイの子らの母 <Mt27: 56>クロパの妻マリア <Joh19: 

25>など)は，おそらくイエス運動のメンバーの家族・親族として最初は地域の支持者グルー

プに属して活動をしていたのかもしれない。それに対してサロメやマグダラのマリアにはこの

ような説明がないことから イエスの弟子・信従者である男たちと特別な関係があったとは思

われない。ところで女たちが当初の定住の支持者から抜け出してイエス運動に参加して

Wandercharismatikerと共に(彼女たちも Wandercharismatikerinnenとなる場合もある)巡

回活動するに至ったとすれば それはどのような動機・価値判断に基づいていたのであろうか。

ルカ編集の女たちの記述 8:1-3には もはや Wandercharismatikerの持つ黙示文学的終

末思想の緊張がなく，一般社会の価値基準を離脱した禁欲的エトスも見られない。むしろヘロ

デの家令クザの妻ヨハナに見られるように 夫の社会的地位が重要な情報となっている。彼女

たちの Nachfolgeの仕方も財産を用いた経済的援助の側面が重要視されている。それはあたか

もイエスと十二弟子の宣教グループを支える支援・補給部隊という下部組織のようである。し

かも神の国の宣教という価値ある任務を担う男たち，それを舞台裏で支えるというシャドウワー

クを全面的に引き受けている女たちといった性別役割分業的集団を街御とさせる。おそらくル

カはここに初期キリスト教会の歴史的具体的状況を反映させているのであろう O 信仰者のレベ

ルにおいては男女の平等を説きながらも，宣教と教会の指導者は男性に限定しており，女たち

を受動的存在として男性の下位に位置づけている O 彼は元来のイエス伝承における男性と全く

平等かそれ以上の女たちへの高い評価を否定して ヘレニズム・ロ マの家父長制社会の女性

観とも合致する性差別的役割分業的女性観を教会の理想像として初めて明確な形で導入したと

O
 

Q
d
 る

h

え一一百

女たち，特にマグダラのマリアが定住の支持者から抜け出てイエス運動の Wandercharis-

matikerと行動を共にしたことは，当時のユダヤ社会では常軌を逸した行動と見られるため，ど

のような動機・意図を考えることが出来るだろうか。ルカは“七つの悪霊を追い出していただ

いた"との説明を付してその動機を暗示しているほか (8:2)，他の女たちについても悪霊追放

と病気の癒しについて言及している O 深刻な病気による差別と疎外の苦しみから癒されたこと

19) ルカの女性観の問題性については，荒井 献「新約聖書の女性観jで既に指摘されている。テクスト
の歴史的社会的背景を明らかにした著者の研究成果を，実際にキリスト教における性差別問題を解決す

るためにどのように活かしていくかが問われている。 1970年代以降のフェミニスト神学は，女性解放運
動におけるキリスト者の責任的役割の一つが聖書における性差別問題との取り組みであることを主張し

ている O
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への感謝を暗示することで，社会的規範・価値基準との整合を試みているように見える。おそ

らく彼女の病気は結婚制度からの脱落を意味していたに違いない。このようなルカの付加説明

は，マグダラのマリアとルカ 7: 36十 50の罪の女と同一視する古代教会の伝承にさらに展開し

ていった。

しかしマルコの伝承にはそのような言及は全くなLミ。またルカの説明を根拠づけるものもな

い。女たちがユダヤ教の律法を基盤とする家父長制社会の規範・価値基準の桂桔からの解放・

自由を求めたとすれば，やはり家制度・結婚制度との車L際が根底にあったと考えられよう O 家

制度の中でしか生きることが許されなかった女たちにとって，マイナス要因，例えば深刻な病

気や精神的・身体的障害からくる疎外・脱落をイエスとの出会いを契機に地縁・血縁からの解

放・脱出へと逆転させる結果になったのかもしれない。あるいは女たちへの社会的・宗教的差

別からの脱却として，イエス運動に参加した女たちもいたのかもしれない。彼女たちはイエス

の思想と行動に従来とは異なる女性観を見たのである。

マグダラのマリアはこうした女たちのリーダーであったO マルコ受難物語が伝える彼女の行

動は，当時の政治的・社会的状況と突き合わせてみると極めて突出したものであることがわか

る。彼女は，ペトロ以下男弟子たちが全員逃亡した後のゴルゴダの処刑場で“遠くから"イエ

スの十字架刑を目撃した。逮捕・処刑の危険を冒してまでイエスに従っていった彼女は，浅慮、

で感傷的な人間だったのか それとも勇気ある強靭な精神の持ち主だったのか。また刑死者の

埋葬に立ち会ったこと，その墓を訪ねて死者に敬意を表する行為などは愚かで無知な振る舞い

だったのであろうか。彼女たちの行動は，男弟子のように行為の責任を間われることのない，い

わば男性社会にとって無害で何ら影響力のないためだと庇められて評価されてきた。しかしな

がら彼女(たち)の行動は，臆病だったり感傷から出来ることではなしミ。むしろ家父長制的社

会通念から新しい価値観へと解放された者のみが持つイエスへの Nachfolgeの強固な意志を読

み取ることが出来る。それはイエスの死を前にしても弟子集団における上昇志向から，自己を

解放することが出来なかった十二弟子たちの行動とは全く異なるものである。

会士
mロ

マグダラのマリアを始め女たちは 「弟子」だ、ったのか。 Wandercharismatikerの中に女たち

は存在しなかったと主張する時の理由として頻繁に挙げられることは，その生活が女たちにとっ

ては過酷なものであったというものであり，また女たちの「召命物語jが福音書に一つも存在

しないことである。 Fanderは福音書における弟子概念が十二弟子に限定されずに，さらに拡大

した弟子のグループに言及していることからも (LklO:1丘)召命物語の有無は決め手にはなら
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ないと言う O マッテヤ補充も信従者二弟子という大きなグループを前提としているからである

(Apg1 : 15ft.) 0 彼女は，女たちが伝道活動に参加したことを暗示するものとしてヨハネ 4:11丘

のサマリアの女をサマリア伝道の代表者として挙げている C またシモンの義母の癒しの物語も

家が女たちの伝統的な役割である家事の場としてではなく，カファルナウムの教会設立伝説の

暗示となっているとも言う O ツロ・フェニキアの女の物語は教会の異邦人伝道開始の暗示，ベ

タニアにおける塗油物語の無名の女はイスラエルの預言者の伝統に立っている。こうした

Fanderの解釈も今後テクストの歴史的・文献学的研究の中で丁寧に検証していきたい。いずれ

にせよどれひとつとして，女たちを良き妻，良き母としての伝統的性別役割分業に位置づけよ

うといった初期キリスト教会に見られる勧告的視点はない20)。それは彼女たちの物語の主題では

ない。マルコにおいては，伝統的な家概念・家族概念が終末論的地平から否定され，反家父長

制的な familiadeiに止揚されている。イエス運動は観念的・抽象的な神の国の宣教ではなく，

貧しい者たち，癒しを求める者たち，被差別の者たちに開かれた具体的行動への招きであった。

マグダラのマリアはおそらく彼女にとって決定的な動機によって，家父長制的家制度から解き

放たれ Wandercharismatikerの生活に入ってしミったのであろう。そうした女たちがグループ内

で自分たちの放棄した性別役割的価値観に従って行動することを第一義的に求めたとは思えな

し、ハ

彼女たちの Nachfolgeはめα/(OV五vと表現されているが，既に述べたようにこの言葉を

性別役割分業的概念と結合し，女たちを「弟子=使徒職jから除外して男弟子の下位に位置づ

けた初期キリスト教の問題がある。しかし，女たちがガリラヤからエルサレムまでイエスに従

い，彼の十字架の死に至るまでの信従者であったことが，弟子・教職制度=男性という現代に

至るまでの教会の性差別的伝統形成に常に警鐘を鳴らすことになった。マルコ福音書に出て来

る女たちの物語についての研究を，今後さらに細かく行っていきたい。

20) 例えばIコリント11: 3以下， 1テモテ 2: 11以下など。




